
概要説明資料：「強じんな美し国ビジョンみえ(仮称) 」「みえ元気プラン(仮称)」最終案について
三重県の新しい総合計画となる上記のビジョン・プランについては、令和４年２月に概要案を公表したのち、３月末に県議会の皆さんからいただいた申し入れや、県民の皆さんからのパブリックコメント、
県内外の有識者の方々からのご意見、社会経済情勢の変化などをふまえ、今回最終案として取りまとめました。今後、県議会でのご議論等をふまえ、９月に議案として提出したいと考えています。

うま

強じんな美し国ビジョンみえ みえ元気プラン

おおむね10年先を見据えた三重県のめざす姿を示す基本構想 基本構想の実現に向けた令和８（2026）年度までの５年間の取組を示す戦略計画

Ⅱ 活力ある産業・地域づくり

Ⅲ 共生社会の実現

Ⅰ 安全・安心の確保

Ⅳ 未来を拓くひとづくり

第１章 おおむね 10 年先の展望 第１章 みえ元気プランでめざす三重県

第４章 県政運営にあたっての基本姿勢

第３章 政策展開の基本方向と政策

第２章 基本理念

第４章 行政運営

第３章 政策・施策

(防災・減災、県土の強靱化) ３施策
(医療・介護・健康 ) ４施策
(暮らしの安全 ) ４施策
(環境 ) ４施策

(観光・魅力発信 ) ３施策
(農林水産業 ) ４施策
(産業振興 ) ４施策
(人材の育成・確保 ) ２施策
(地域づくり ) ４施策
(デジタル社会の推進 ) ２施策
(交通・暮らしの基盤 ) ４施策

(人権・ダイバーシティ ) ３施策
(福祉 ) ２施策

(教育 ) ６施策
(子ども ) ４施策
(文化・スポーツ ) ３施策

おおむね10年先の国内外の潮流や社会経済情勢について、県民の生活や経済に大きな影響を及ぼ

すものや、今後の三重県政の検討に必要な分野などについて展望しています。

（一例）〇人口減少・高齢化が進展します。〇南海トラフ地震への備えが一層急務となっています。

〇世界中でカーボンニュートラルに向けた取組やデジタル技術の進展が加速しています。
〇東海環状自動車道の開通、リニア中央新幹線の開通により人流・物流が増えています。

（基本理念）
おおむね10年先のめざす姿

〇県民の皆さんの命と暮らしを守る取組を進めるとともに、魅力ある観光資源や道路網の整備進
展による立地環境など、三重の強みや良さを生かし「選ばれる地域」にすることで、人口減少
などの課題に対応し、県民の皆さんがいきいきと暮らすことができるよう取り組んでいきます。

〇さまざまな主体と連携しながら取組を進め、県民の皆さんが未来に希望を持ち、幸福を感じな
がら、元気に、かつ安全・安心に暮らすことのできる持続可能な地域の実現をめざします。

(「美し国」から発展してきた三重)
〇三重県は、古来「美（うま）し国」として、人、物、情報の交流が盛んでした。飛鳥時代か
ら都の周辺地として、また江戸時代には東海道の一部をなし、全国から人が集まりました。

〇先人たちはこれら多様な交流を地域の発展につなげ、今の豊かな暮らしを実現してきました。
(新しい三重づくり)
〇こうした歴史的・地理的な特性をふまえ、これからの三重づくりには国内外の情勢を展望し、

懸念されるリスクへの的確な対応やチャンスを今後の発展につなげていく必要があります。

強じんで多様な魅力あふれる「美し国」の実現

新しい三重を県民の皆さんと一緒に創っていくために、県政に対する信頼を高め、県民の声に耳を傾けなが
ら着実に県政を進めていきます。

〇県民の信頼により進める県政
〇県民のニーズに応える県政
〇多様な連携により進める県政

おおむね10年先のめざす姿を実現するため、４つの柱毎に政策の取組方向を示します。

ビジョンで示すおおむね10年先の展望をふまえると、三重県をとりまく状況はより厳しさを増す一方で、

チャンスも数多く訪れます。プランの計画期間である５年間に、こうした環境の変化などに特段の取組を

行わなかった場合に想定される懸念事項等を見通したうえで、めざす姿と取組方向を示します。

この５年間で取組をより一層加速していかなければならない課題を抽出し、積極果敢に取り組んでいく

こととしています。

(1) 大規模災害に対応した防災・減災、県土の強靱化対策の加速・深化
(2) 新型コロナウイルス感染症等への対応

(3) 三重の魅力を生かした観光振興
(4) 脱炭素化等をチャンスととらえた産業振興
(5) デジタル社会の実現に向けた取組の推進
(6) 次代を担う子ども・若者への支援・教育の充実
(7) 人口減少への総合的な対応

基本理念の実現に向けて、ビジョンにおける政策展開の基本方向の４つの柱に、県の取組を１６の政策・５６の

施策を位置付け、施策毎に現状と課題を整理のうえ、課題の解決に向けて着実に取組を進めます。

第１節 みえ元気プランの進行管理・・・ＰＤＣＡサイクルに基づく的確な進行管理

第２節 行財政改革の取組 ・・・行財政改革の重点取組（DX推進等）や財政見通し

第１節 政策体系とは
第２節 政策体系（政策・施策）
第３節 施策の概要

第５章 計画の進行管理

第１節 施策の推進を支えるために
・・・「総合計画の推進」「持続可能な財政運営の推進」 など ７項目

第２節 民主的かつ公正中立な行政運営
・・・「適正な選挙の管理執行」「勤務条件の確保と職員の採用」 など ７項目

第２章 みえ元気プランで進める７つの挑戦

１ 防災・減災、県土の強靱化
２ 医療・介護・健康
３ 暮らしの安全
４ 環境

５ 観光・魅力発信
６ 農林水産業
７ 産業振興
８ 人材の育成・確保
９ 地域づくり
10 デジタル社会の推進
11 交通・暮らしの基盤

12 人権・ダイバーシティ
13 福祉

14 教育
15 子ども
16 文化・スポーツ

※施策の構成

2026年度末に向けて施策が目標とする
「めざす姿」と「課題の概要」を記載。

これまでの取組をふまえた現在の状況
と解決が必要な課題を詳細に記載。

施策のめざす姿の実現に向けて取り組
む方向を基本事業単位で記載。

施策の達成状況を把握するための項目
及び項目毎の現状値・目標値を記載。

施策の目標

現状と課題

取組方向

ＫＰＩ（重要業績評価指標）

資料２－５

これら政策展開の方向性に加え、人口減少対策に向けた取組を示します。


